
平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林整備ボランティアの推進（継続）

流 域 名 多摩、神奈川

実施箇所及び 東京都八王子市小下沢国有林他
実施日 （平成２２年４月１１日以降）

取組の背景及 ボランティア団体等が行なう森づくり活動が成果を上げてお
び必要性 り、更なる活動の進展が期待されている。

ボランティア団体等が行なう森づくり活動のため、協定によ
るフィールドの提供、指導者養成のための林業技術・安全作業
等の勉強会、自然観察会等の開催を支援している。

取 組 の 内 容

国有林担当 東京神奈川森林管理署：フィールド等の提供、林業技術及び
部局・役割 安全作業関係の指導等。

連携協働相 ボランティア団体：森林整備、自然観察会、自然環境教育等
手先・役割 の参加者募集及び実行。



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林整備ボランティアの推進（継続）

日本山岳会 高尾の森づくりの会（植樹祭の様子）

地球緑化センター（箱根森林整備活動）

森づくりフォーラム
（さがみの森活動の様子）

全員で記念撮影

未来を背負って

植付け作業

作業後の集合写真

間伐作業中



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林教室、体験林業の開催（継続）

流 域 名 神奈川

実施箇所及び 箱根町畑引山国有林（平成２２年１０月８日（金））
実施日

取組の背景及 小中学生を対象とした森林教室・体験林業の取組みを通して
び必要性 森林・林業についての理解を深めることが期待出来る。

森林教室・体験林業を通じて、森林・林業の大切さを理解し
てもらうため、相模女子大学小学部の児童を対象に、森林環境
教育（森林教室）を実施した。

取 組 の 内 容

国有林担当 東京神奈川森林管理署：森林教室、体験林業の実施。
部局・役割

連携協働相 相模女子大小学部：現地までの交通手段の確保。
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林教室、体験林業の開催（継続）

森林教室の様子（畑引山国有林）

森林についての講義

熱心にメモを取る

丸太切り体験

道具の説明

下刈りの実演

お礼のご挨拶



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 市町村イベントへの参加と協力（継続）

流 域 名 神奈川

実施箇所及び 神奈川県平塚市大原１－１ 平塚市総合公園
実施日 （平成２２年４月２９日（祝））

取組の背景及 市町村イベントに参加し、森林の公益的機能等のＰＲをする
び必要性 ことは、森林・林業の理解に効果が認められるところである。

東京神奈川森林管理署所在の市町村主催の緑化イバントであ
る「平塚市緑化まつり」に参加し、緑の普及に努めた。
篠竹、短コロ等の副産物・木工品の販売、丸太・竹切り体験、

取 組 の 内 容 小枝のキーホルダー作り、樹木名前あてクイズ等を実施した。
今回も、箱根の国有林で森林整備活動をしているＮＰＯ地球緑
化センター（箱根 KIKORI の会）が国有林ブースで紙芝居の上
演を行い親子連れに好評だった。

国有林担当 東京神奈川森林管理署：イベントへの出展（木工品・副産物
部局・役割 販売、丸太竹切り体験、キーホルダー作り等）。

連携協働相 平塚市緑化まつり実行委員会：展示場所の提供、会場設営。
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 市町村イベントへの参加と協力（継続）

平塚市緑化まつりの様子

国有林ブース全景

樹木名前当てｸｲｽﾞ

木工品の値踏み中

親子で丸太切り

地元ﾃﾚﾋﾞ局の取材

NPOによる紙芝居



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 第６１回全国植樹祭への参加と協力（新規）

流 域 名 神奈川

実施箇所及び 神奈川県秦野市 戸川公園
実施日 （平成２２年５月２３日（日））

取組の背景及 神奈川県で初めて開催される全国植樹祭に参加し、管内国有
び必要性 林の現状や機能・取組等を広く全国に紹介する。

森林の公益的機能等のＰＲならびに国有林に対する国民への
理解を深めるため、関東森林管理局の一員として、東京事務所
とともに出展を行なった。

取 組 の 内 容
当日は、あいにくの荒天の中ブースを設置し、関東森林管理

局作成のパネルの展示、森林ふれあい・体験コーナーの出展、
パンフレットの配布等を行なった。

国有林担当 関東森林管理局・東京事務所・東京神奈川森林管理署：パネ
部局・役割 ルの展示、森林ふれあい・体験コーナー出展等。

連携協働相 国土緑化推進機構・神奈川県：第６１回全国植樹祭の開催。
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 第６１回全国植樹祭への参加と協力（新規）

式典会場の様子

出展ブースの様子 メイン会場

体験コーナー


